






























  本論文の構成を以下に示す． 
  1 章では，本研究で社会基盤構造物の維持管理に関する現状を述べるとともに，研究
の目的，論文構成について記した． 

















5 章では，構造形式および計測条件の異なる 2 橋のコンクリート橋を対象として振動
計測を実施し，実橋梁の固有振動モード計測への LDV の適用性について検討を行った．
また，LDV 計測から得られた固有振動数と固有振動モードを指標として，三次元有限
要素モデルを用いて逆解析を行い，その構造振動特性の同定手法についてもあわせて検
討を行った． 
6 章では，ICT を活用する事例として様々な計測結果のデータベース化について述べ
た．複数の橋梁を対象として実施した LDV による固有振動数計測の結果と，耐候性鋼
橋梁を対象とした簡易さび厚測定結果のデータベース化の試行例を示した． 
7 章では，各章で得られた結果をまとめて本研究の総括を行った． 
  
 
